平成26年度高校生工事現場見学会感想文
愛媛県立東予高等学校建設工学科1・2年生

平成26年10月27日（月）

『今日は、施工中の今治市新都市スポーツパークへ現場見学に行きました。

　現場に着くとまず、パーク内にある展望ラウンジのコートハウスの説明をして頂き、施設の見学をしました。壁構造に柱がないこと、一部の壁に通常広い面積では使用しない材料を使っていること、チェアユニットという水平方向の圧力に耐えるための耐震架構に興味を持ちました。また、外壁には屋根に使用する材料を使用すること、二階床部分のボイドスラブなど、様々な特徴的な点を教えて頂きました。どれもとても興味深いものでしたが、特に心引かれたものは、ボイドスラブです。

頂いた資料の写真を見て「私の足の下にこんなに玉が埋まっているのか」と驚きました。この玉は、発泡スチロールでできているそうで、実物も見ることができました。ボイドスラブの良い点は、コンクリートが少なくてすむことや、厚く施工する工法なので、防音性能や断熱性能が鉄筋コンクリートのみの場合より向上することがあるそうです。このような構造を考えた人は、人々の生活に役立つことに配慮したものを作っていてすごいなと思いました。』
『今日は、今治市の新都市スポーツパークの整備事業の見学をさせてもらいました。現場の方には、お忙しい中、十分に説明をして頂きました。その中でも僕が一番心に残っているのは、「ボイドスラブ」です。

発泡スチロールを丸くして、それを二階の床部分に均等に置いていきます。このようにすると、コンクリートが少なくてすみ、その結果建物自体の重さが軽くなり、柱や梁、基礎などが小さくできます。さらに、「防音性能」や「断熱性能」も向上すると聞き、メリットが多いと思いました。

最後に、本当はサッカー場も作る予定だったが、今は保留となっているという話を伺いました。土地の面積がとても広いので、個人的にはフットサル場や他にも何かスポーツができる所を作ってくれると良いと思いました。大変役に立つお話をして頂きました。』
『今日は、今治市新都市開発整備事業の一つである建設中のソフトテニス競技会場を見学しに行きました。私はコートハウスの整備について、非常に興味を持ちました。

　九割方できたコートハウスの中を案内して下さいました。そこでは、今まで聞いたことのないものが使われたり、いろいろな職種の職人の方々が携わっていて驚きました。最も印象に残ったのは、ボイドスラブです。ボイドスラブを使うことで、コンクリートの量が削減されること、低コストで防音性能や断熱性能にも優れること、建物の軽量化がされることなどメリットばかりだと思いました。他にもチェアユニットという耐震架構について初めて知りました。地震対策にも配慮されているコートハウスは素晴らしい構造物だと思いました。

　今回の見学で、一つの事業に様々な職種の方が関わり、莫大な費用がかかっていることを感じさせられました。現場の方は、安全かつ事業を完璧に成功させることにやりがいを感じており、一人一人が一生懸命に取り組んでいることを学びました。』
愛媛県立伊予農業高等学校環境開発科1年生

平成26年10月29日（水）

『私は、鹿野川ダムの見学に行って２つのことを思いました。まず１つ目は、ダムでは色々な工夫をしたりしているのだなと思いました。これは、自然災害についての対応についてよく考えられているなと思ったから工夫されているなと思いました。２つ目は、ダムの工事現場を見て資格を取らなければいけないなと思いました。これはダムの大きなトンネルの工事の時、大型トラックやブルドーザーとかが置かれてありました。つまり、免許を取ったりしなければいけないと思いました。一つ目で結局言いたかったのは、大人になっても色々工夫が必要なんだなと思いました。２つ目は、資格を取らないとこのような仕事に就けないんだなと思いました。将来土木関係の仕事に就きたいと思います。土木関係の仕事はすごいなと思ったからです。』
『今回の職場体験では、鹿野川ダムを訪れました。初めて工事途中のダムに入って日本の土木技術の凄さを改めて実感しました。

　さらに、鹿野川ダムの水を流す排水トンネルの直径が１１メートルもあることに驚きました。

もっと驚いたのは、直径が日本一大きいということです。愛媛県のダムが日本一になったということは、愛媛県民として誇らしいです。

　最後にダム作りなど土木関係の職の人に感謝したいです。今こうして当たり前に暮らしていけるのは、みなさんのおかげです。

　将来は、自分も土木関係の職につきたいと思っています。そのためにがんばりたいです。

高校生の私たちのために丁寧に説明して頂きありがとうございました。』
『私は、初めてダムを見ました。そもそもダムは、雨をためるものかな？とかあまり詳しくは知りませんでした。でも見学の前の学習で学ぶことができました。水を利用するため、洪水を防ぐため。洪水を防ぐためというのを聞いて、自分も家が川に近いので助かっているのだと感じました。ダムの管理についても学ぶことができました。雨が降るとダムに水がたまるので、雨の量に合わせてゲートを開け、水を放出し、ダムの監視を行う人たちがいるということを知ることができ、とてもいい経験になりました。

私は将来、人のために何か仕事をしたいと思っているので、今回の鹿野川ダムの見学を通じて、安全を守ってくれている仕事を知ることができたので、進路の選択に役立てていきたいです。』
愛媛県立八幡浜工業高等学校土木科2年生

平成26年11月19日（水）

『宇和島道路事業の津島ＩＣ～津島岩松ＩＣ区間の津島町高田地区の舗装工事を見学させて頂きました。工事の全長は８５４ｍもあるそうです。最初に舗装工事を説明して頂いた後に、二つの班に分かれて体験実習を行いました。まず排水性舗装についての説明を聞き、実際にサンプルを用いて実験を行いました。透水層のサンプルに如雨露で水をかけていくと、サンプルを水がすり抜けていました。今の時点では、水を側溝に流すようになるそうですが、近い将来路床に水が貯められるようになるかもしれないということでした。排水性舗装はとても良い利点ばかりですが、十数年で道路が傷んでしまうなどの課題などもあることを知りました。次にアスファルト合材の敷均し作業などもさせて頂きました。レーキを使って敷均しを行いましたが、意外に難しく大変でした。来年の３月には、道路が開通予定なので、ぜひ私たちが作業した現場を見に行きたいと思います。
　その他にも、岩松川橋床版工事の見学と鉄筋結束等の体験実習も行わせて頂き、大変有意義な時間を過ごすことができました。今回の見学や実習で体験させて頂いた事を、今後の将来の職業選択に生かしていきたいと思います。』

『本日の現場見学会では、いろいろな工事の見学や実際に体験実習をさせて頂き、ありがとうございました。
　最初に舗装工事の現場に行き、工事で使うモータグレーダやマカダムローラなど数台の建設機械の説明や実際に使用している風景を見学させて頂きました。またアスファルトフィニッシャが通過した部分の敷均しをさせて頂き、想像以上に難しく、それを簡単に取り組んでいる現場の人たちには驚きました。その後、アスファルトの排水性舗装と透水性舗装の違いや利点について体験を交えて分かりやすく教えて頂きました。
　次に、岩松川橋に続くトンネルについて、ナトム工法を用いていることや土圧で支えられていることを教わりました。その後、トンネルをバスで通り抜けて岩松川橋に行き、橋の構造やコンクリート内の鉄筋に塗ってある塗料などの説明をして頂きました。実際に鉄筋結束をさせて頂きました。まあまあ上手に結束ができましたが、途中から現場の人から見せて頂いた鉄筋結束機は、一瞬にしっかりと結束ができるため、とても驚きました。
　今日体験させて頂いたことは、普段の学校生活では体験できないことばかりでした。土木という仕事にとても興味を持つことができたので、来年の就職活動の参考になりました。私たちにいろいろと協力してくださった方々には感謝しています。本当にありがとうございました。』
『まず始めに、高田舗装工事の現場を見学させて頂きました。排水性舗装と通常舗装の違いについて教えて頂き、実際に排水性舗装の供試体に水をかけると、水が溜まることなく下に落ちていったので、排水性舗装の仕組みがよく分かりました。水溜りが減ることで、ハイドロプレーニング現象を緩和できたり、騒音が低減できることなどを知り、大変勉強になりました。その後、コンバインドローラでアスファルト合材の転圧作業を体験させて頂きました。思った以上に力を使い、操作も難しくて大変でした。現場の人の苦労を肌で感じることができました。
　次に、完成した近家トンネルについて説明して頂きました。ライトがＬＥＤであったり、壁をタイルにすることで汚れをすぐに落とせるようにしていたりなど、多くの工夫がされていたことに驚きました。また地中にロックボルトが何本も刺さっていることを知り、トンネル工事にとても関心を持ちました。
　最後に岩松川橋床版工事の現場を見学させて頂きました。橋の種類や床版の役割、鉄筋結束の重要性を説明して頂きました。また、実際に鉄筋結束を体験できました。上手に結束させることができて楽しかったです。
　本日の現場見学で多くのことを学ぶことができ、とても良い勉強になりました。これからの進路に大いに役立てていきたいと思います。』
松山聖陵高等学校建築科2年生

平成26年12月8日（月）

『今回の現場見学会は、ニンジニアスタジアムのような大規模な現場を見る機会はあまりないことなので、とても貴重な体験となりました。
現場に入り、普段であれば見ることの出来ない壁の中の配管や、ボードなどの材料も見ることができ、また手に取って感覚を確かめることが出来たことはとても良かったと思います。説明を受けている中で分からないことも多くありましたが、これから知識を深めていこうと思いました。工事現場と完成のイメージパースを見比べると、まだ完成途中の現場も愛媛国体の開催には、イメージパースのような仕上がりになるのかと思い、少しわくわくしました。
また、今後30年以内に起こる確率の高い東海地震や南海地震に対応して耐震改修などの地震対策工事をよく見るようになり、大きな建築物やビルだけでなく、木造住宅でも耐震診断・耐震改修を行い、地震での倒壊から身を守らなければならないと思いました。建設業も時代とともに進化し、地震対策など安全で安心な暮らしをつくること、地球温暖化対策などの環境の保全を行い、未来に繋がっていく事業であることが分かりました。
私は、将来建築に関する職に就きたいと思っているので、この見学を通して、建設業についての興味も増し、更に勉強を頑張ろうと思いました。建設業ではまだまだ女性の活躍が少ないということなので、これからどんどん女性の活躍の場が増え、私もその仲間入りができるようになりたいとです。』
『今回の現場見学会を通して建築業への興味は、更に深まったと思います。　
できれば、事前に色々なことを調べて、少しでも知識を身につけて見学会にすれば、疑問点や質問等が生まれより良い見学会になったと思います。
総合運動公園陸上球技場メインスタンド改修工事について見学をして、屋根新設・エントランス増築・エレベーター設置等が改修されることを知り大変驚きました。僕は、サッカーをしているのと同時に、中学生の頃に陸上や駅伝でよく陸上競技場を使用した経験があります。平成２９年愛媛国体の開催に向けて、今までになかった設備や改築、改修など平成２３年度から、取り組んでいるとのことで、来年、再来年とニンジニアスタジアムに訪れることが楽しみになります。
そして、南海地震を想定し、より一層強度の高い建物に改修されていると聞き、長期的な事も考えているんだなと感心しました。今回の見学会を通して、自分の進路に向けての大事な資料として参考にしていきたいです。
また、建築業界ガイドブック２０１４を拝見し様々な活動、職種があり、自分の知らなかった職種などがあり勉強になりました。案内や総合運動公園陸上競技場のご説明をしてくださった皆様ありがとうございました。見学会を通して、建築についても今以上に興味を持てました。
もし、建築関係に就職するなら県外ではなく、県内で活躍して少しでも建築業界に貢献していきたいと思いました。
最後に、見学会に参加して完成が待ち遠しいので、もう一度ニンジニアスタジアムに行きたいと思いました。』
『今回、我々２建Ａは総合運動公園陸上競技場メインスタンド改修工事の現場見学に行って来ました。現場に着いてまず思ったことが二つあります。一つ目は、「ヘルメット絶対着用」であることです。事故・災害０の視点から何処の現場でも当たり前のことですが、普段かぶりなれない私には少々苦痛でした。二つ目は、このような大規模な工事現場の見学に来れる機会は滅多にないので、なるべく多くの知識を身に着けて帰ろう。と思ったことです。
現場に着くと簡単な説明を受けてさっそく現場内を見学して回りました。この建築物は鉄筋コンクリート造りで出来ていて、一部鉄骨造の部分がある４階建てでした。改修内容は屋根新設、エントランス棟増築、エレベーター設置、スロープ設置、耐震増設壁の設置(26箇所)、耐震スリット(6箇所)の改修だそうです。
　この見学会で目の当たりにした建設現場の厳しさや面白さ、そしてやり甲斐のようなものを知ることが出来ました。進路は建築関係に進みたいと決めました。２０１６年には国体のリハーサル大会が催され、翌年には愛媛国体が開催される予定なのでとても楽しみです。』
愛媛県立松山工業高等学校土木科2年生

平成27年1月13日（火）

『今回現場を見学させていただいて私たちも将来このような難しい仕事をしないといけないんだなと実感がわきました。いろんな現場を見学させていただきましたが、どの現場も緊張感があってすごかったです。他にも四年前の東日本大震災の時の話も聞かせていただきました。建設業では震災が起きた時には遠くの方でも急に呼ばれることにちょっとびっくりしました。それほど建設業は大変な仕事だということが分かりました。
　私も将来建設業の仕事に就職したいと思っているのでとてもいい参考になりました。今の時代は若い人がいないと聞きます。今日の見学でも若い人があまりいませんでした。私たちのような若者が知識を深めて活躍していったらこの社会はいい方向に行くと思います。

　なのでもっと知識を深めて社会の役に立てる人になりたいです。』

『今回の現場見学会は、今までで一番大規模な現場でスケールの大きさに驚きました。全ての構造物が大きいので計画をするのも大変だと思います。

実際に近くで現場を見ることで土木工事の様子が分かって、近い将来の自分の姿を想像することができました。

　今回一番印象に残っていることは、発掘調査が行われていたことです。土木工事の現場には関係ないと思っていたけど、そうではなく歴史を残すためにとても必要な作業だとわかりました。

　今回の現場は、一千五百年以上も前の時代のもので、少し不思議な感覚がしました。

　他にも四年前の東日本大震災が起きたその後の建設業の働きに感動しました。

　地域の人で助け合って取り組む救助活動はどんなことにおいても大切なことなんだと思いました。将来自分が建設業の道に進んだら、積極的に地域に貢献できる人になりたいです。』

『今回の現場見学では、JRの新車両基地の見学に行き、JR駅付近の高架事業の事や、市坪駅と松山駅区間の行き違い線や、車両基地の移設のことについて説明を受けた後、新車両基地内の細かな説明を受けました。
　私が特に印象が残ったのが、渡邊建設㈱代表取締役の渡邉政富氏の、東日本大震災に関するお話でした。その大まかな内容は、「被災地に役員を派遣し、公的機関より早く現地に行き、自衛隊などが救助活動を迅速に、しっかりと出来るように、道路の整備や人の救助をした。」という内容でした。その時、私たちの学んでいる土木という仕事が、道や建造物を作るだけではなく、いざという時に人の役に立ったという事を聞いて、改めて、土木の仕事に誇りを持つことができました。今回の現場見学は、自分にとって、実りの多い良い見学会になりました。』

愛媛県立西条農業高等学校環境工学科2年生

平成27年1月14日（水）

『今回の現場見学は、とてもいい勉強になりました。私の家は土木関係の仕事を営んでおり、祖父や父の仕事の簡単なことは手伝ったりしてきました。私も将来は土木の仕事をして少しでも祖父や父の手助けができたらいいと思っています。

今回の見学では、鉄筋の結束作業やバックホウの試乗体験など体験が組み込まれていて楽しく、興味深く参加できました。

また、見学先での盛土の締固め作業も私にとっては見慣れた風景でしたが、一日一回密度試験をしていることとか、ローラーでの転圧回数が決まっていることなどは知らず、驚きました。そのほかにもトンネル見学など貴重な体験がありがたかったです。

詳しく勉強していかなければならないことがたくさんあり、今後の学校での専門教科の授業に意欲的に取り組むことができそうです。

ありがとうございました。』

『現場見学を通して、建設業が今の世界を支えていることが分かりました。私たちが日常目にしているほとんどすべてにかかわっている事に気づき、町の風景を見る目が少し変わったと思います。

私は、昨年の夏に現場実習に参加しました。そのときは建設作業がどのようなものか一切知らず、炎天下で地道な大変な仕事を楽しそうにする人が輝いて見え、建設業の素晴らしさが少し分かった夏でした、その後この見学会に参加したことで建設業に対する理解がより深まりました。

一番印象深かったのは、トンネルです。利用するときは何も感じないけど、崩落や換気、また事故の起きないように山の神様をあがめたりと注意できるすべての事をして作業を進めていることを知り、作業中も作業後も人の命を預かる仕事だと痛感しました。

今回は、ありがとうございました。』

『今回4つの現場を見学させていただきました。盛土と切土に関しては授業で勉強していて、公式を使った土量計算も行っていましたが、土量の量にあまりピンと来ないことがありました。しかし今回、施工している現場を見て、とても大掛かりな工事なんだと実感することができました。また、普段見かけるより大型の建設機械に乗り、簡単な操作をさせいただいたとき、こんなに大きな機械を自分が動かしていることに心踊りました。

しかし、トンネルを掘る機械が一億円以上したり想像できないほどのお金が動いていることも知りました。

　今回の見学会に参加して、建設業界に興味が湧きました。私は測量士補の資格を持っていますが、これからの日々の勉強を頑張り、より多くの土木関係の資格を取得し、建設の仕事に携わり地域の発展に役立てるようになりたいと思います。』
愛媛県立松山工業高等学校建築科2年生

平成27年1月15日（木）
　今回、あんなにスケールの大きい建築現場を見学させていただくのは初めてだったので、目の前で見るとかなりの迫力に驚かされました。鉄骨鉄筋コンクリート構造の骨組みだけが見えていたので、まだ完成には遠いなと感じましたが、全体の説明会で配布された平面図や立面図を見るだけでも、この建物は気持ちの良い空間になるだろうということがわかりました。そして、私には建設物の形状や質感など、なぜあんなにアイデアが浮かんでくるのだろうと不思議でした。ですけど話を聞いているうちに、きっとこれはこの施設を利用する人たちがどうすれば笑顔で楽しい時間を過ごせるかということを１番に考えているからなんだろうと思いました。私自身もこのセンターの完成がとても待ち遠しいです。
　私も将来、誰かのためにこんな施設を設計してみたいと思いました。そして、あらためて建設業は人を幸せにすることができる素敵な仕事だと思いました。
　今日はとてもいい見学会をしていただき、本当にありがとうございました。
　今日は今治市に建設中の「みなと交流センター」の見学をさせていただきました。あいにくの雨でコンクリート打設を見学することができなかったことが残念でした。しかし、配布資料について詳しく説明をしていただき、大変勉強になりました。説明会会場に置いてあった完成予想模型も見させていただきましたが、細かいところまで作成されていて凄かったです。私はＳＲＣ造の建築物をコンクリート打設の前に見たことが無かったので、とても新鮮でした。
私は将来建築関係の仕事に就こうと考えています。この現場にも沢山の職人さんが働いていました。将来、大勢の職人さんと協力し合いながら建築物を建てることができると思うと嬉しいです。
　みなと交流センターは杓文字のような形をしているので、施工が大変そうだと感じました。説明会で、この杓文字のような形にも意味があり、見た目にもこだわって木の板を使っていると聞き、とてもいいと思いました。
　将来は、自分の設計した建築物によって活気のある賑やかな地域になればいいと考えています。本日は貴重な見学をさせていただき、本当にありがとうございました。
　私は、今治市に住んでいたので「みなと交流センター」のことは知っていました。しかし工事をすることまでは知らなかったのでとても驚きました。私は過去に一度、建設中の場所を利用したことがありました。その時はただ単にとても広い所だなと思っていました。今回の説明会で配布していただいた資料を見せていただき、今までとは違って自転車置き場が広くなったり、いろいろな施設が入ってきたり、何より外観が素晴らしいことに感動しました。早く完成した「みなと交流センター」が見たいと思います。
　そこでは「おんまく」と言うお祭りがあります。「おんまく」の花火を見ることができるとてもいい場所になると思います。
　今回の建設業協会主催の現場見学会に参加させていただき、どのようにＳＲＣ造が施工されるのか、自分にとっては新しい発見がありとてもいい勉強になりました。そして、自分の進路を決めるための役に立ってよかったと思います。
本日はお忙しい中、勉強をさせていただきありがとうございました。この経験を今後の学校生活に活かしていきたいと思います。
愛媛県立吉田高等学校機械建設工学科1年生

平成27年1月26日（月）

